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平成３０年１２月三木市教育委員会（定例会）会議録 

 

１ 開催日程 

 (1) 開  会  平成３０年１２月２１日（金）午後３時００分 

 (2) 閉  会  平成３０年１２月２１日（金）午後４時４５分 

 

２ 場  所   三木市役所 ５階 大会議室 

 

３ 議事日程 

 第 １ 会議録署名委員の指名について 

 第 ２ 会議録の承認について 

 第 ３ 会議の非公開の決定について 

 第 ４ 報告事項  三木市中学校部活動の方針について 

 第 ５ 報告事項  各課の所管事項について 

  第 ６ 次回定例会の開催日程について 

  第 ７ その他 

 

４ 出 席 者   

教 育 長 西 本  則 彦 

委 員 石 井  ひろ美 

委 員 浦 﨑  秀 一 

委 員 大 北  由 美 

委 員 實 井  政 治 

 

５ 欠 席 者  なし 

 

６ 事務局出席者 

教 育 総 務 部 長 石 田  英 之 

教 育 振 興 部 長 奥 村  浩 哉 

教 育 振 興 部 次 長 岩 﨑    恵 

教 育 総 務 課 長 五百蔵  一 也 

教 育 施 設 課 長 長 池  陽 作 

文化・スポーツ課長 森 本  雅 彦 

学 校 教 育 課 長 生 田  淳 仁 
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教 育 セ ン タ ー 所 長 大 東    豊 

教 育 ・ 保 育 課 長 正 心    均 

生 涯 学 習 課 長 近 藤    豊 

図 書 館 長 伊 藤  真 紀 

教 育 総 務 課 係 長 能 出  真 一 

教 育 総 務 課 澤 田  静 香 

 

７ 傍 聴 者  １人 

 

*************************************************** 

 

開  会 

教育長が、平成３０年１２月三木市教育委員会定例会の開会を宣言し

た。 

 

         *************************************************** 

 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

教育長が、三木市教育委員会会議規則第２８条の規定により、本日の

会議の会議録署名委員に、浦﨑委員と大北委員を指名した。 

 

 日程第２ 会議録の承認について 

   教育長が、平成３０年１１月定例会（２０日開催）の会議録について

委員に諮り、全員一致で承認された。 

 

 日程第３ 会議の非公開の決定について 

   教育長が、議事の進行について委員に諮り、公開で審議することを決

定した。 

 

 日程第４ 報告事項 三木市中学校部活動の方針について 

   ○生田学校教育課長が次のように報告した。 

    三木市中学校部活動の方針を作成した。兵庫県教育委員会が改訂し

た運動部活動の活動方針を参考にし、これまでの「三木市中学校部活

動等の活性化指針」の内容を活かしつつ、部活動がより一層、効果的

に行われ、これまで以上の成果をあげることができるよう、新たに「三
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木市中学校部活動の方針」を策定した。 

 

（實井委員）教職員の部活動指導時間による多忙化とあるが、部活動は

基本的に指導者あるいは教職員が付かないといけないのか。事故が

起きた際の事故防止対策を検討しているのか。 

 

（生田学校教育課長）原則、部活動は教職員の指導の下で行うこととな

る。担当の教職員が公務等により参加できない場合は、当該教職員

がキャプテンに練習の指示を行った上で、近くで部活動を行ってい

る顧問に対して安全上の配慮をしてもらうよう指導している。事故

が起きた際には、当該学校から事故の発生状況や今後の防止対策に

ついて教育委員会へ報告があり、きっちりと対応している。 

 

（石井委員）実際には複数の教職員が副顧問という形でどの部活にも付

いているが、事故の未然防止の観点から、顧問不在の場合における

生徒の安全に配慮した体制を整えていただきたいと思う。 

 

（大北委員）今回の変更点について、特に重要な部分を教えてほしい。 

 

（生田学校教育課長）主な変更点として、１点目に、部活動指導員、部

活動指導補助員を各校の実態に応じて配置を進めること。２点目に、

休養をとることが効果的であることを踏まえて、１日の活動時間は、

平日が２時間程度、土日等の休業日は３時間程度までとし、週当た

り２日以上の休養日を設定すること。３点目に、夏場の熱中症対策

として（公財）日本スポーツ協会の「熱中症予防運動指針」を参考

に、事故がないよう正しい知識の下で、部活動に取り組むことを明

記した。 

 

（大北委員）部活動指導員については市内で何人携わっているのか。 

 

（生田学校教育課長）登録者は約９０人で、現在は９名が各部活に参加

している。 

 

  日程第５ 各課の所管事項について 

 (1) 教育施設課報告事項 
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○長池教育施設課長が次のように報告した。 

    学校園施設長寿命化計画策定業務委託については、改修の優先順位

付けや予算の平準化を図った計画の策定に取り掛かっている。 

吉川中学校高圧電気設備改修工事については、工事業者が決定し、

現在着工の準備を進めている。 

 

 (2) 文化・スポーツ課報告事項 

○森本文化・スポーツ課長が次のように報告した。 

    兵庫県いけばな展を１１月２４日と２５日に開催し、参加者は約２，

５５０人であった。スナッグゴルフペア大会を１２月１日に開催し、

参加者は５４人であった。 

    今後の予定として、第６５回三木市展をかじやの里メッセみきで１

月３１日から２月３日まで開催する。 

 

 (3) 学校教育課報告事項 

○生田学校教育課長が次のように報告した。 

    教育委員会計画訪問指導について、三木特別支援学校は１１月２８

日に、東吉川小学校、みなぎ台小学校は１１月３０日に、学力向上指

定研究発表も兼ねて実施した。１２月２１日に、小・中・特別支援学

校は終業式を挙行した。 

今後の予定として、小・中・特別支援学校の始業式を１月７日に挙

行する。市立学校園造形作品展をかじやの里メッセみきで１月１９日

から２１日まで開催する。各中学校が記載の日程でスキー実習を実施

する。 

   

（浦﨑委員）第９回定例校園長会の連絡依頼事項にある教職員の交通事

故防止について、教職員の交通事故を未然に防ぐため、どのような

安全対策を講じているのか。 

 

（奥村教育振興部長）各学校の安全運転推進担当が、夏季休業中に教育

センター等で教職員安全運転指導者研修会を受講し、これを持ち帰

って各学校で講習会を実施している。また、月に１回は安全運転に

ついて、学校長が教職員に対し指導を行っている。 

 

（石井委員）第９回定例校園長会の連絡依頼事項にある「平成３０年度
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全国学力・学習状況調査結果に係る保護者向け公表資料について」

は、どのような内容であったのか。 

 

（生田学校教育課長）各学校が作成した保護者向け公表資料を教育委員

会に提出するように依頼したものである。 

 

（奥村教育振興部長）全国学力・学習状況調査については、２月に開催

予定の学力向上推進委員会で１年間のまとめを行い、その中で各学

校の校長、担当等を含め、総合的な議論を行い、まとめていく流れ

である。 

 

 (4) 教育センター報告事項 

○大東教育センター所長が次のように報告した。 

    不登校対策適応教室事業は、保護者会を開催し、参加者は８名であ

った。 

今後の予定として、ＣＧアートコンテストの作品応募を１２月２８

日まで受け付け、２月９日に表彰式を開催する。 

青少年センターの実施した事業として、人の目の垣根隊研修会と意

見交換会を記載の日程で実施した。今後の予定として、年末特別補導

を１２月２５日から２８日まで、年始特別補導を１月４日に、成人式

特別補導を１月１３日に実施する。 

 

 (5) 教育・保育課報告事項 

○正心教育・保育課長が次のように報告した。 

    実施した事業として、冬休み期間アフタースクール入所児童募集を

１１月１６日から３０日まで実施し、申込人数は２９人であった。み

きっ子未来応援協議会（子育て環境部会）を１１月２９日に開催した。 

    今後の予定として、三木市教育・保育共通カリキュラム検討委員会

を１２月２５日に開催する。来年度に向けて現行の共通カリキュラム

を改訂する作業を進めている。特定教育・保育施設第三者監査及び特

定教育・保育施設第三者評価を記載の日程で実施する。 

 

（大北委員）みきっ子未来応援協議会の子育て環境部会について、協議

内容を教えてほしい。 
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（正心教育・保育課長）今年度の子育て環境部会については、子ども・

子育て支援事業計画を見直すに当たり、今後の子どもの数の推移に

よって各所属でどのような施策が必要となるのか、事前に子どもの

人数や保護者のニーズを把握するための検討を行った。 

 

（西本教育長）冬休み期間のアフタースクールの入所状況は、昨年と比

較してどうか。 

 

（正心教育・保育課長）昨年が３９人、今年は２９人となっており、減

少しているが、通年では増加傾向にある。低年齢児童の申込みが多

くなっている。 

 

（石井委員）支援員は何人就いているのか。 

  

（正心教育・保育課長）児童３０人に対して２人の支援員を配置してい

る。冬休み期間は、１年生から３年生が２６人、４年生から６年生

が３人で全１３か所のアフタースクールで割り振ると定員内であり、

支援員を増やす状況ではないと考える。 

   

 (6) 生涯学習課報告事項 

○近藤生涯学習課長が次のように報告した。 

  実施した事業として、第９回北播磨地区子ども会議を１１月２３日

に開催した。参加者は北播磨地区の子どもが約６０人であった。 

今後の予定事業として、第７１回三木市成人式を１月１３日に文化

会館大ホールで開催する。 

公民館の実施した事業として、平成３０年度第１０回別所農業まつ

り＆ＪＡみのり感謝祭を１２月１６日にメッセみきで開催した。地区

の農産物の販売の他、別所校区の児童・生徒が参加し、学習発表会や、

感謝祭の司会進行を行うなど、地域の方と児童生徒の交流を図ること

ができた。 

 

 (7) 図書館報告事項 

○伊藤図書館長が次のように報告した。 

    歴史講演会を１１月２５日に吉川図書館で開催した。参加者は１６

人であった。絵本のひろば＆だっこで絵本の会を１２月１２日に青山
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公民館で開催し、参加者は２３人であった。クリスマスおはなし会＆

工作を１２月１５日に青山公民館、１２月１６日に中央図書館で開催

し、参加者は青山公民館が２３人、中央図書館が４３人であった。 

    今後の予定として、一般社団法人三木青年会議所から児童書の寄付

申し出があり、１２月２７日に中央図書館で贈呈式を開催する。２０

１９年版「三木染形紙デザイン」読書手帳を、１月４日から市内各図

書館館内で配布する。「本のおたのしみ袋」を１月１２日から青山図

書館で貸出する。ＤＶＤ上映会を１月１９日に吉川図書館で開催する。 

その他定例で実施する事業は、記載のとおりである。 

 

 日程第６ 次回定例会の開催日程について 

   教育長が、次回の教育委員会定例会の開催予定日程について諮り、平

成３１年１月２３日、午後３時から開催することを決定した。 

 

 

         *************************************************** 

 

閉  会 

教育長が、平成３０年１２月三木市教育委員会定例会の閉会を宣言し

た。 

 


